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文化スポーツ振興部美術館課 
 

 

芹ヶ谷公園“芸術の杜”推進事業の進捗状況について 

 

芹ヶ谷公園“芸術の杜”について、より実現性の高い事業計画への見直しを進め

ています。これまでの経過を、以下のとおり報告します。 

 

１ 芹ヶ谷公園“芸術の杜”を語る集いの開催結果について 

広く市民の方々を対象に、今後の進め方等についてご意見を伺うため、５月２２日

（金）、２４日（日）に芹ヶ谷公園“芸術の杜”を語る集いを開催し、合計２１３名の

方々にご参加いただきました。 

自由な時間に来場し、これまでの経緯や今後の進め方について説明したパネルを見

ながら市民と職員が直接対話できる「オープンハウス形式」で実施し、様々なご意見

を伺うことができました。また、学芸員による、古い焼き物に直接触れる体験イベン

ト等も実施し、多くの方々に工芸の魅力を体感していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場でいただいた主なご意見は以下の通りです。 

会場内に設置したパネルにご意見を直接貼っていただいたほか、個別にアンケート

用紙にご記入いただく形でもご意見を伺いました。 

 

（１）「芹ヶ谷公園”芸術の杜”を語る集い」について（アンケート用紙から） 

開催方法（オープンハウス形式）について 

良かった ６２件 

普通 ２４件 

良くなかった ５件 

本日のパネル説明について 

良かった ４９件 

普通 ３０件 

良くなかった ８件 

説明の内容について 

  

十分 ３６件 

普通 ４２件 

不十分 １１件 

当日の様子 



（２）芹ヶ谷公園”芸術の杜”整備計画に関すること（パネルから） 

版画美術館の工房やアトリエの現状維持を求める意見 １１件 

工芸美術館の早期実現を求める意見 ７件 

工芸美術館の建設場所の再検討を求める意見 ７件 

公園の自然環境の保全や緑の適切な維持管理を求める意見 ６件 

版画美術館や工芸美術館の展示などの事業の充実を求める意見 ５件 

公園内のスロープの存続を求める意見 ５件 

市民参加の推進と情報の公開を求める意見 ４件 

公園内のエレベーターの建設中止を求める意見 ４件 

計画の見直しや工芸美術館の建設中止を求める意見 ４件 

公園内のエレベーターの建設を求める意見 ３件 

（３）見直しに関すること（パネルから） 

ワークショップの運営手法と参加者の選定に関する意見 １４件 

工芸美術館の必要性についても検討すべきとの意見 １４件 

策定プロセスの透明化と情報の公開を求める意見 １０件 

公園の自然環境の保全を求める意見 ８件 

維持管理運営を含めた長期的な視点での検討を求める意見 ７件 

（４）これからの芹ヶ谷公園に期待することなど（アンケート用紙から） 

公園の自然環境の保全や緑の適切な維持管理を求める意見 ２３件 

工芸美術館の建設場所の再検討を求める意見 １９件 

版画美術館や工芸美術館の企画展等の事業の充実を求める意見 １７件 

公園施設の維持管理および安全対策を求める意見 １６件 

見直しにあたり市民参加の推進と情報の公開を求める意見 １４件 

工芸美術館の建設中止や計画の見直しを求める意見 １３件 

版画美術館の工房やアトリエの現状維持を求める意見 １３件 

自然と文化芸術が調和する公園整備に期待する意見 １２件 

公園について憩いの場としての魅力や愛着に関する意見 １１件 

町田駅から公園までのアクセス改善を求める意見 １０件 

工芸美術館の早期実現を求める意見 ９件 

長期的視点での公園整備や運営を求める意見 ８件 

公園内のスロープの存続を求める意見 ７件 

子どもの遊び場の充実を求める意見 ６件 

 

 

 

 

 

 

 

パネルの状況 



 

２ 団体の意見の聴取について 

４月から５月にかけて、これまで要望書等で意見をいただいている団体を訪問

し、これからの進め方等について、６団体４５名の方にご意見を伺ってきました。

いただいた主なご意見については以下の通りです。 

 

これからの進め方について 

 ・意見の強い人だけでなく、多くの人の意見を聞いて欲しい 

   ・今まで５年間町田市が進めてきた、やり方を改めてもらいたい 

 ・決める前に、情報共有をして欲しい 

   ・会議体は町田市、近隣住民、公園利用者など幅広い人で構成されるべきで 

ある 

   ・見直しを進めるにあたっては、学識者等で構成される検討委員会を設立すべ 

きである 

   ・議論を尽くしても意見が集約できない場合は、多数決によるべきである 

   ・公園の存在意義、都市における公園の必要性を考えるべき 

   ・公園の自然の再生、人工物の再整備、スロープの整備についても検討をする 

べきである 

 

その他いただいたご意見 

・版画工房については、国際版画美術館に残して欲しい 

・公園に芸術は求めていないので“芸術の杜”は再考すべきである 

・工芸美術館は必要性の検討をし、規模を最小限とし、公園内に限定するか 

どうか再検討すべきである 

・博物館の今後の活用を含めて検討すべきである 

 

３ 今後のスケジュールについて 

 ２０２６年  ６月 芹ヶ谷公園“芸術の杜”を語る集いでの意見の公表 

１１月 市民ワークショップの開始 

 ２０２７年  ８月 見直し計画素案の作成 

        ９月 市民意見募集 

     １２月 見直し計画の完成 


